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ISO 9001 , ISO 14001 認証取得 
 

２００５年度版 

株式会社 大増コンサルタンツ 

エコ事業所 取組レポート 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

弊社は、経営理念に示すように社会基盤整備に参画する企業として、環境保全が人

類共通の重要課題であることを認識し、2000年 9月に ISO 14001 に基づく環境マネ
ジメントシステムを構築し、2001年 2月に外部審査機関より審査登録されました。ま
た、2006年 2月には名古屋市のエコ事業所の更新認定（初回認定は 2003年）を受け、
環境保全活動を全社一丸となって推進しています。 

１） 高度な技術を駆使し、社会資本整備を通じ地域の発展に貢献します。 
２） 誠意、誠実をもって、きめ細やかな対応をし、顧客との信頼関係を築きます。 
３） 個人の人格を尊重し、能力開発を図り会社の発展と社員の生活の充実に努め

ます。 

営業種目：土木事業に関する調査、測量、計画、設計及び補償コンサルティング並び

に建築工事監理 

所在地 本 社 ：名古屋市中川区小本二丁目１４番５号 
    三重支店：津市大字垂水 2970番地の 35 
    岐阜支店：岐阜市天王町１番地２ 

従業員数：５６名 

主な顧客：国土交通省、愛知県、三重県、岐阜県、名古屋市、市町村、国関係機関・

県・市公社等 

は じ め に 

経 営 理 念 

事業所の概要 



 2

 

 
 

 
㈱大増コンサルタンツは、「高度な技術力を駆使し、社会基盤整備を通して、地域社

会に貢献する」を経営理念に掲げています。 
公共事業に参画する企業として、地球環境の保全が最重要課題であることを認識し、

「かけがえのない環境を次世代へ」をモットーに環境保全活動を次の通り展開します。 

１） ㈱大増コンサルタンツの事業である「土木事業に関する調査、測量、計画、

設計及び補償コンサルティング、並びに建築工事監理」活動が環境に与える

影響を的確に捉え、技術的、経済的に可能な範囲内で、環境目的、目標を定

め、定期的に見直すと共に環境保全活動を実行し、維持し、継続的に改善し

ます。 

２） 環境関連の法規、条例及び受入れを決めたその他の要求事項を遵守するに止

まらず、技術的、経済的に可能な範囲内で環境保全に取り組みます。 

３） ㈱大増コンサルタンツは、環境汚染の予防を約束するとともに、弊社が行な

う事業活動が環境に与える影響の中で、特に以下の項目について優先的に保

全活動を推進します。 

① 温暖化と資源の枯渇を防止するために、事業活動に用いるエネルギー資源

の使用の縮減に努めます。 

② 資源枯渇を防止するために、紙類の使用を削減すると共に、回収及びリサ

イクルを図ります。 

③ 土木設計業務においては、設計施設のライフサイクル（建設、供用、維持

及び廃棄）における環境への影響を配慮します。 

４） 内部環境監査を実施し、環境マネジメントシステムの維持向上に努めます。 

５） 本社をクリーンに維持すると共に、環境の美化を行ない地域との共生に努め

ます。 

６） 環境教育と社内広報活動を実施し、全従業員に環境方針の理解と環境に関す

る意識の向上を図ります。 

環 境 方 針 
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1. 省エネルギー対策 
１） 電気使用量の節減 

環境目標として休息時間の事務室照明及びＯＡ機器の電源OFFの励行と夏
期冬期の冷暖房温度管理の励行を定め、確実に実行することで下表に示す成

果が得られました。現在も活動（システム導入）前と比較して 75％前後を維
持（25％の節約）しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２） 業務用車両のアイドリングストップ 
４年前（2001年）より環境目標に取入れて以降、アイドリングストップ励
行率は 100％と確実に定着しています。また、車両買い替え時には、低燃費車
を積極的に導入しています。 

 
2. 省資源・廃棄物対策 
１） ミスコピーの削減 

業務の性質上、紙の使用量が多く、ミスコピーの削減と社内文書の片面白

地（ミスコピーと用済み紙）用紙の再利用により、紙資源の節減を図ってい

ます。社内文書は、再利用紙の活用が定着し、ミスコピーも大幅に削減して

います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境に配慮した取組の状況
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株式会社 大増コンサルタンツ      担当：総務部 
住所：〒454-0828 名古屋市中川区小木二丁目 14番５号 
ISO 9001：03227-A      ISO 14001：03227-B 
代表電話：052-363-1131    FAX：052-363-6045 
E-mail：info@ohmasu.co.jp  URL：http://www.ohmasu.co.jp/

２） 日常ごみの分別励行 
ごみの分別を確実に行ない、資源への再資源化と発生量の削減を目標に日

常ごみの分別励行 100％を目標に活動を実施しています。その結果、日常ごみ
の分別は確実に行なわれ、ごみの発生量も減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 環境に配慮した設計への取組み 
土木施設の設計に際しては、環境影響をチェックシートにより確認し、設

計時の工法選定、再生品利用の可能性などについての配慮を心掛けています。 
 

4. 社外での活動（地域への貢献） 
１） 2005年 11月：本社近隣の道路約１ｋｍの草取り、道路清掃と農業用水路に不

法投棄されたごみ（空缶、自転車、トースター・テレビなどの電気製品）の回

収と清掃を実施。 
２） 2005年 6月：名古屋市環境デーなごや 2005に参加し、本社近隣の道路清掃・

草取りを実施。 
３） 2004年 11月：本社近隣の道路約１ｋｍの清掃活動を実施。 
４） 2004年 8月：名古屋打ち水大作戦に参加。 
５） 2004年 6月：名古屋市環境デーなごや 2004に参加し、本社近隣の清掃活動を

実施。 
６） 堀川 1000人調査隊に参加。 
７） 2003年 11月：本社近隣の道路約１ｋｍの清掃活動を実施。 
８） 2003年 6月：名古屋市環境デーなごや 2003に参加し、本社近隣の清掃活動を

実施。 

お問い合わせ先 
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